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(6) 環境の概要 

鳥の海の干潟の出現状況は、2014 年度とほぼ同様であったが、西側奥の一帯は、砂泥

の堆積が進み、干出域が広がったようであった。また、全体的に砂質化が進んでいる可

能性がある。東側（海側）の岸辺から陸側にかけては、ヨシ原がみられるが、それが少

し広がってきている。E エリアの砂泥質を除いて、他のエリアはほとんど砂質であったが、

潮間帯下部には泥分が多いところもあり、そうした場所ではマガキが小さなカキ礁を形

成していた。 

水域の塩分は、太平洋との出入り口に最も近い A エリアで 29.7‰、鳥の海の中ほどの

B エリアで 19.5‰、西側奥にあり河川水の影響が大きい E エリアで 19.8‰、C エリアで

12.8‰であった。2014 年度の調査時に比べて塩分は全体的に高い傾向にあったが、河川

水や農業排水の量にも依存することから、引き続き低塩分化には注意が必要である。 

 

 

Aエリア 

 

 

B エリア 

 

 

C エリア 

 

 

D エリア 

 

 

D エリアのヨシ原 

 

Eエリア 
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(7) 底生生物の概要・特徴 

鳥の海全体での出現種数は、2012、2013、2014 年度でほぼ変化は無かったが、今年度

は 2014 年度の 53 種よりも多い、63 種が記録された。特定の分類群が多く出現したわけ

ではなく、各分類群において少しずつ種数が多くなっていた。2014 年度と比較して、構

成種の観点からは、注目すべき変化は見られなかった。震災後に初めて見られた種とし

ては、ヒナタムシヤドリカワザンショウ*、ヤマトシジミ*、ハマグリ*、ヌノメアサリ、

チロリ属*、ケヤリムシ科、ヒダビル*、スナモグリヤドリムシなどが挙げられる（*印の

種は別途調査では記録されている）。 

A エリア（A1地点）での出現種数は 39種であり、2014年度の 34種よりも多かった。

これまで定性調査のみでの確認であったホソウミニナが、定量調査でも出現するように

なったことから、分布を広げているものと思われる。また、コメツブガイが多く出現し

た。二枚貝ではイソシジミが普通に見られ、多毛類ではヤマトスピオとドロオニスピオ

が優占していた。小型甲殻類ではニッポンドロソコエビとムロミスナウミナナフシが

2014 年度と同程度に出現し、十脚類ではニホンスナモグリ、タカノケフサイソガニなど

2014年度とほぼ同様の種が記録されたが、チゴガニは確認されなかった。 

 

タカノケフサイソガニ（Aエリア） 

 

ニホンスナモグリ（Aエリア） 

 

ムロミスナウミナナフシ（Aエリア） 

B エリア（B1地点）では 32種が出現し、2014 年度の 20種よりもかなり多かったが、

2013 年度の 28 種と比べると微増していた。2014 年には見られなかったホソウミニナが

出現した。また、マツカワウラカワザンショウが初めてこの地点に出現するなど、これ

ら 2 種は分布を広げているようであった。また、コメツブガイも多く見られた。二枚貝

のイソシジミは小型個体が多く出現し、2014 年度よりも高密度であった。他にはサビシ

ラトリやハマグリが出現した。一方、多毛類のカワゴカイ属、ヤマトスピオ、ドロオニ

スピオは 2014年度よりも少なくなり、より砂質化が進行した可能性が考えられる。 
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ホソウミニナ（Bエリア） 

 

サビシラトリ（Bエリア） 

 

ハマグリ（Bエリア） 

C エリア（C2地点）での出現種数は、2014 年度の 24種よりも多い 29種であった。宮

城県のレッドリストで絶滅危惧 I 類のサザナミツボが 2013、2014 年度に引き続いて出現

した。マツカワウラカワザンショウも出現した。イソシジミとソトオリガイが優占して

いたのは 2014年度と同じであったが、カワゴカイ属は少なくなった。多毛類のヤマトス

ピオ、ドロオニスピオ、小型甲殻類のニッポンドロソコエビ、ムロミスナウミナナフシ

が多いのは、2014 年度と同様であった。また、十脚類ではマメコブシガニの他、コメツ

キガニとヤマトオサガニが記録された。このエリアの水際から西側一帯にはカキ礁が広

がっていた。 

 

サザナミツボ（Cエリア） 

 

ソトオリガイ（Cエリア） 

 

コメツキガニ（Cエリア） 
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D エリア（D2地点）での出現種数は、2014 年度と同じく 32種であった。巻貝類では、

ホソウミニナ、マツカワウラカワザンショウが増加し、コメツブガイも多かった。二枚

貝類では、イソシジミとソトオリガイは 2014 年度と同様に多く出現した。しかし、多毛

類のヤマトスピオ、ドロオニスピオ、カワゴカイ属は少なくなった。十脚類ではヨコヤ

アナジャコが出現し、コメツキガニは定量調査でも確認されるほどに多かったが、チゴ

ガニは出現しなかった。これらのことは砂質化が進んだことに起因する可能性がある。 

 

 

ホソウミニナ（Dエリア） 

 

マツカワウラカワザンショウ（Dエリア） 

 

イソシジミ（Dエリア） 

 

ヨコヤアナジャコ（Dエリア） 

 

E エリア（E2 地点）での出現種数は、2014年度は 26種であったが、本年は 28種と同

程度であった。二枚貝類のサビシラトリガイとイソシジミが比較的多く見られたのは

2014 年度と同様であった。また、ヤマトシジミが見られたのはこの地点だけであった。

多毛類ではミズヒキゴカイ、ヤマトスピオ、ドロオニスピオが多く、カワゴカイ属は少

なくなった。2014 年度に多く見られた Heteromastus 属と Notmasutus 属については、

Heteromastus属は同様であったが、Notmasutus属は少なかった。小型甲殻類ではニッポン

ドロソコエビとムロミスナウミナナフシは 2014年度と同様に多く見られた。また、十脚

類ではアリアケモドキが引き続き出現した他、ヤマトオサガニも見られた。 
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ヤマトシジミ（Eエリア） 

 

ミズヒキゴカイ（Eエリア） 

 

アリアケモドキ（Eエリア） 

 

ヤマトオサガニ（Eエリア） 
 

(8) その他特記事項 

鳥の海の周囲での堤防の復旧及びかさ上げ工事は終了した。このため、堤防の外周道

路から干潟を眺めることができなくなった。また、干潟に入るには、堤防に設けられた

陸閘を開ける必要がある（通常は施錠されている）。A、D 地点には、海側で防潮堤工事

に伴って整備されている工事用道路を経由してアプローチした。B、C地点には閘門を開

錠して入り、E 地点には脚立を利用して入った。鳥の海の西側では奥部ほど砂が多く堆積

したようで、水路確保のための浚渫工事が行われており、浚渫土は近くの陸上に置かれ

ていた。中央部にある蛭塚（公園となっていた小島で、橋が架けられている）では干潟

部やヨシ原を残置した整備が終了し、東側半分が盛り土された。ここにはこの後植林が

予定されている。干潟の周囲の土手上はウミネコの集団繁殖地になっている。 

 

 

陸閘 

 

 

蛭塚 
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(9) 震災前後・震災以降の変化状況 

 2015年度にとりまとめた全種リスト（出現種リスト、参考資料 3参照）を更新・整理

して、鳥の海サイト全体での震災前後での種数の変化、および震災以降の種数、各分類

群の平均密度（個体数/㎡）、多様度指数（H'）、均等度指数（J'）の変化について以下の

図にまとめた（図 3-1-7、3-1-8）。 

 鳥の海サイトにおける定性調査の結果をみると、震災後の 2012年には種数が減少して

いた。しかし、少しずつ増えて、今年度は震災前と同じ種数が確認された。震災前にみ

られ、震災後まだ確認されていない種がいるものの、底生動物種が回復していることが

分かった（図 3-1-7）。 

0
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図 3-1-7 鳥の海サイトの定性調査における分類群別の出現種数の震災前後の変化。震災前（2004）は

第 7回基礎調査（干潟）のデータ、震災後は生態系監視調査のデータを用いた。2016 年は調

査を実施していない。 

 

 震災以降の状況をみると（図 3-1-8）、定性調査結果に定量調査で採集された種数は 2012

年から 2015 年（定量調査のみ）まではほぼ横ばいであったが、今年度は 60 種を越える

底生動物が確認された。一方、個体数密度は、震災後の 2012年が最も多く、それ以降、

横ばいの状態が継続している状況であった。多様度指数、均等度指数は、前回調査（2014

年）とほぼ同程度であった。 
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図 3-1-8 鳥の海サイトおける種数（定量調査と定性調査）、各分類群別（二枚貝類、巻貝類、多毛類、

甲殻類、その他）の平均個体数密度（個体数/㎡）、多様度指数（H'）、均等度指数(J')の経年

変化。2015 年は定量調査、2016 年は調査を実施していない。 

 

写真撮影：鈴木孝男 

 二枚貝類 巻貝類 多毛類 甲殻類（十脚以外） 十脚類 魚類 その他 

 

定量調査のみで確認された種 

定性調査のみで確認された種 

定性・定量調査で共通して確認された種 
 多様度指数 

均等度指数 

 
多毛類 

二枚貝類 巻貝類 

甲殻類 

その他 



【干潟】 

36 

 

5) 鮫川 

(1) サイト名 鮫川 略号 TFSMG 

(2) 調査地の所在 福島県いわき市 

 

●は、生態系監視調査（2015～2017）による調査地で、円内に調査地点がある。 

※2015 年は定性調査のみ実施。 

(3) 緯度・経度

（WGS84） 

A1（潮間帯上部）：36.9119 N 、 140.8187 E (2016、2017) 

※A1（潮間帯上部）：36.9123 N 、 140.8181 E (2015) 

A2（潮間帯下部）：36.9038 N 、 140.8055 E 

B1（潮間帯上部）：36.9117 N 、 140.8184 E 

B2（潮間帯下部）：36.9104 N 、 140.8026 E 

(4) 調査年月日 2017年 7月 13～14日 

(5) 調査者氏名 

調査代表者：金谷弦（国立環境研究所） 

調査協力者及び補助者：金谷弦（国立環境研究所）、鈴木孝男（みち

のくベントス研究所）、多留聖典（東邦大学）、伊藤萌（東京大学）、

井上隆・村山恒也・日高裕華（自然環境研究センター） 

国土地理院 
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(6) 環境の概要 

鮫川河口左岸のラグーン部に、2調査地点（A1と A2）を設定した。ラグーン内では、

陸側にあった垂直護岸の復旧工事が進んでおり（2015年夏～）、新たな山型護岸は旧護岸

から 10m ほど前方に建設されている。かつてラグーン陸側にあった干潟・ヨシ原は防潮

堤の建設によって失われ、ヨシのパッチ 1 つのみが残存していた。防潮堤建設予定地前

面の干潟上には、石を敷き詰めた作業道が建設され、2014 年以前と比較して干潟の地形

や水理は著しく変化している。かつて陸側の岸辺に設置されていた消波ブロックは移動

され、砂浜上に陸揚げされていた。地形の変化により勿来火力発電所からの排海水が北

側の潟湖（A1と A2）にあまり流入しなくなり、塩分は 2016年度調査時（3.5～3.6‰）よ

りも上昇したものの、13.9～20.3‰と海水の 1/3～1/2 程度であった。2015 年調査時にみら

れたアマモのパッチも消失しており、これは低塩分化によるものと思われた。 

ラグーンの底質は砂質～砂泥質であり、中央部の潮下帯（最大水深約 1m）には砂泥上

に浮泥が厚く堆積した場所もあった。潟湖内では糸状緑藻とアオノリ類が底土上に繁茂

していた。排海水が放出される海への開口部付近の地形は 2014年以前と大きな変化は無

く、海水の影響を受けた外洋的な砂底・転石帯・護岸壁で A2地点の定性調査を行った。 

 

 

A1地点付近から、A2地点方向をのぞむ。右手が陸

側、左手が海浜植生帯と砂浜。 

 

A2 地点付近からみた A1 地点。防潮堤の拡幅・沖出

し工事が進んでいる。 

 

ラグーン部と海への開口部を繋ぐ水路。2015 年以

前と比べ海水の流入が少なくなっている。 

 

海への開口部。外洋的な砂浜、転石、護岸帯があ

り、定性調査（A2）を実施 

 

鮫川河口部には、右岸の中田川合流部近傍にあるヨシ原（B1）と、B1 地点から 800m

ほど上流右岸の河口干潟（B2）に調査地点を設定した。鮫川河口部では両岸で河川堤防
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の改修工事が進んでおり、下部に垂直の矢板が打ち込まれたコンクリート製堤防が建設

されていた。中田川流入部（B1）では、震災前にあった防潮水門を新たに移設する工事

が進んでおり、河川堤防沿いにあったヨシ原はほぼ全てが伐採されていた。水門建設に

伴い、干潟・ヨシ原上に作業道が建設され、矢板が打たれていた。 

B1 地点近傍の河川堤防はヨシ原に繋がる土手であり、法面にはクロベンケイガニやハ

マガニの巣穴が多くみられたが、このエリアは生息域保全のためにロープが張られて立

ち入り禁止とされている。B1地点の底質は泥質～砂質であり、わずかにヨシ原が残され、

中田川からの淡水流入の影響を強く受けている。B2 地点は、河川敷の前面に発達した河

口干潟であり、周囲にはヨシ原が広がる。底質は河川中央部では礫混じりの砂泥である

が、岸際のヨシ帯近傍は泥干潟である。本地点は、河川堤防からは離れており工事の影

響は少ない。 

 

中田川合流部（B1）のハマガニ生息地（土手の下

部）。ヨシ原と干潟は仮設道に埋没し縮小 

 

中田川合流部で建設中の水門。水門の奥が中田

川。水門手前が B1 地点 

 

B1 地点での定量採集。ヨシ原は一部が残存 

 

河口干潟の B2 地点。堤防からは離れているため、

工事の影響は小さい 

  

 2015 年夏の高潮による砂の流入により、ラグーン北側の半分以上が陸化したが、その

後の復旧工事によってラグーンの面積はさらに大きく減少した。ラグーン部では、防潮

堤の復旧・沖出しにより、陸側の干潟とヨシ原が消滅した。ラグーン内には作業道が建

設され、そこより陸側は隔離水界となり、底生動物の生息には不適な環境となった。昨

年調査時の A1地点は、調査には支障ないものの作業道の下敷きになっている。また、陸
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側の岸辺にあった消波ブロックが、ラグーン中央部に移設されている。地形が変わり、

海水の入りが悪くなったため、潟の塩分は著しく低下した。A2地点では地形変化はほと

んどないものの、淡水化の影響を強く受けている。鮫川河口部でも水門、河川堤防の改

修工事が進んでおり、B1 地点近傍の干潟やヨシ原は、水門工事でその多くが失われた。

一方、堤防から離れた位置にある B2地点については、昨年からの環境変化は小さいと考

えられた。 

 

(7) 底生生物の概要・特徴 

 A1、A2、B1、B2 の各地点で調査を行なった。鮫川河口左岸のラグーン部（A1、A2）

では 70 種の底生動物が確認された（魚類を除く）。中田川河口部を含む右岸域では、46

種が出現した。生息環境と出現種の関係を以下に述べる。 

 A1 地点では、定量・定性調査を合算した出現種は 14 種であった。陸側の干潟は 2016

年以降、作業道の下になったため、ラグーン中央部で定量採集を行い、ヤマトカワゴカ

イ、ドロオニスピオ、Notomastus 属の一種、ムロミスナウミナナフシを含む 10種が出現

した。これらはいずれも、低塩分の汽水域に生息可能な種である。コア 1は岸際、コア 2、

コア 3 は水深のある場所で採取したが、比較的高塩分の環境に出現するドロオニスピオ

はコア 3 で最も高密度であった。底層水の塩分もコア 1 からコア 3 へと上昇しており、

ドロオニスピオの生息密度は塩分とよく対応していた。ラグーン部のヨシ原は陸側に 1

か所のパッチが残っているだけで、2016 年調査に引き続き、ヨシ原性のカワザンショウ

類は確認できなかった。陸側の護岸や消波ブロック上に生息していたレイシやイシダタ

ミのような岩礁性底生動物も、昨年に引き続き確認されなかった。 

 

 

カワザンショウガイ（A1） 

 

ハマボウフウ（A1付近の海浜植生帯） 

 

 A2 地点では、定量・定性調査を合算した出現種は 59 種であった。ラグーン内で行っ

た定量採集では、A1 地点と同様の汽水性種の 7 種のみが得られた。塩分は A1 地点より

も低く、13.1～14.5‰であった。ラグーン内で行った定性調査では、タマシキゴカイとコ

メツキガニしか確認できなかった。定性調査で得られた種のほとんどは、海への開口部

の転石や護岸、岸辺の砂中から得られた海産ベントスであった。 
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多毛類のミズヒキゴカイ種群（A2） 

 

 

モクズガニ（A2） 

 

 鮫川ラグーン部（A1、A2）では、復旧工事の進行に伴い底生動物多様性が 2016年に著

しく低下し、その状態が改善していない。ラグーン部陸側の A1地点では工事に伴うヨシ

原・干潟の消滅により出現種数が 23 種（2015 年 8 月）から 9 種（2016 年 8 月）へと減

少し、本年度調査でわずかに増加し 14種となったが、ヨシ原に生息するカワザンショウ

類やアシハラガニもみられなくなった。かつては多産したホソウミニナも、今年度調査

時では死殻しか発見できなかった。 

2016年度の調査時には A2地点の出現種数が 61種と最も多く、多くの希少な海産底生

動物種（二枚貝のフジナミガイ、ユウシオガイ、オオモモノハナ、オオノガイ、サクラ

ガイ、スジホシムシモドキヤドリガイ、アサヒキヌタレガイ、ユムシ類のドチクチユム

シ、ホシムシ類のスジホシムシとスジホシムシモドキなど）が確認されていたが、本年

度これらの底生動物は、2015年調査時と同様にみられなかった。本年度調査で、A2地点

の出現種数が 58種と多かったのは、海への開口部における調査で多くの海産種（海産の

ヨコエビや岩礁性底生動物）が確認されたためであり、ラグーン部の生物多様性の回復

は認められていない。希少種の動態としては、2016 年にラグーン部で確認されたトリウ

ミアカイソモドキが確認できなかったが、あらたにマツシマコメツブとガタヅキがみつ

かった。 

 B1では、定量・定性調査を合算した出現種は 26種であった（魚類は除く）。定量採集

では、汽水域に生息するスピオ科のヤマトスピオが多産した。水門の建設工事によりヨ

シ原は減少したが、法面にはカニの巣穴が確認され、アシハラガニやクロベンケイガニ

がみられた。しかし、本生息場所の保全措置を講じている希少種のハマガニについては

確認できなかった。水路沿いにわずかに残ったヨシ原ではカワザンショウ類の生息が確

認された。 
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クロベンケイガニ（B1） 

 

イソシジミ（B1） 

 B2で定量・定性調査を合算した出現種は 38 種であった（魚類は除く）。定量サンプル

中では、ヤマトスピオ、ムロミスナウミナナフシ、Heteromastus属の一種が優占した。復

旧工事の影響はほとんど無く、岸際の干潟や転石帯でヤマトシジミ、アリアケモドキや

チゴガニ、ヤマトオサガニといった汽水性種の生息を確認した。ヨシ原内ではカワザン

ショウ類が確認された。 

 

 

クリイロカワザンショウ（B2 後背地） 

 

アリアケモドキ（B2） 

 

鮫川河口部（B1、B2）では、2015 年と 2016 年の調査結果と比較して、大きな変化は

確認されなかった（B1：2015 年 10種→2016年 38種→2017年 26 種、B2：2015 年 11 種

→2016年 36 種→2017年 38 種）。2015 年の調査時に種数が少なかったのは、河口閉塞と

大雨で水位が高く、十分な調査が行えなかったためである。水門や河川堤防の工事に伴

う攪乱の影響はあるものの、鮫川河口部の底生動物多様性については、過去と比較して

大きな変化はないと考えられる。希少種の動態としては、2016年に確認された種のうち、

サザナミツボ、ハマガニ、ホウザワイソギンチャク、ユムシ（打ち上げられた個体）が

確認されなかった。B1 地点のハマガニについては、巣穴があったエリア自体は残されて

いるため、来年度以降もその生息状況に注目していく必要がある。また、A2地点で確認

されたアマオブネ、B2 地点で確認されたイシマキ、カクベンケイガニは北限に近い出現

記録であるため、今後の動向に注意した方が良いと思われる。外来種としては、ムラサ

キイガイ、コウロエンカワヒバリガイ、タテジマフジツボ、ヨーロッパフジツボが記録

された。 
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2016 年以降、ラグーン部での種の多様性の低下（低塩分化による海産底生動物種の不

在）が改善されていないものの、4 調査地点を通して以下の絶滅危惧種（10 種）が記録

された。括弧内に環境省（環境省レッドリスト 2017 と海洋生物レッドリスト 2017）・日

本ベントス学会・宮城県のレッドリストカテゴリーも示した。なお、魚類のヒモハゼも

示したが、10種にはカウントしていない。 

 

◇ラグーン部（A1、A2) 

マツシマコメツブ（宮城県 DD）、 

ガタヅキ（環境省 DD・日本ベントス学会 DD） 

Notomastus 属の一種（日本ベントス学会 NT・宮城県 NT） 

◇河口部（B1、B2） 

クリイロカワザンショウ（環境省 NT・日本ベントス学会 NT） 

ヨシダカワザンショウ（環境省 NT・日本ベントス学会 NT・宮城県 VU） 

ヒナタムシヤドリカワザンショウ（環境省 NT・日本ベントス学会 NT・宮城県 NT） 

ガタヅキ（環境省 DD・日本ベントス学会 DD） 

ヤマトシジミ（環境省 NT・日本ベントス学会 NT） 

イトメ（環境省 NT・日本ベントス学会 NT・宮城県 NT） 

Notomastus 属の一種（日本ベントス学会 NT・宮城県 NT） 

アリアケモドキ（日本ベントス学会 VU・宮城県 NT） 

アカテガニ（日本ベントス学会 LP・宮城県 NT） 

ヒモハゼ（環境省 NT） 

(8) その他特記事項 

2015 年以前の鮫川河口干潟は非常に種の多様性が高く、多くの希少種を育み、周辺の

他地点ではほとんど見ることのできない珍しい底生動物が数多く生息していた。この理

由としては、干潟、ヨシ原、ラグーン、河川からの淡水流入、火力発電所からの排水（海

水）の流入、河川堤防の土手、護岸といった多様な生息場所・環境の存在が挙げられた。

しかし、復旧工事によりこれらの生息場所・環境は大きく攪乱され、その状況は 2017年

度調査においても改善されていない。ラグーン部では堤防の改修工事が進行し、作業道

建設により干潟やヨシ原が埋立てられ、潟湖内が低塩分化した。これにより、ラグーン

部では多くの底生動物がみられなくなっている。また、2016 年に発生した台風と津波に

よる攪乱も海浜植生帯に影響をおよぼしている。今後、希少な海岸生物種の生息場所保

全と潟湖環境の回復（ミチゲーション）に関して、一層の配慮が必要であろう。 

鮫川の河口部では水門と河川堤防の改修工事が進行中である。河川堤防は下部が垂直

の矢板となっており、干潟と陸地との間で底生動物の移動ができない構造となっている。

また、B1 地点の水門建設現場では周辺のヨシ原が工事のためにほとんど失われている。

立ち入り禁止エリアを設定してハマガニの保全について一定の配慮をしていただいてい

るが、今後のハマガニの生息には不安な要素が多い。ヨシ原とその後背地の堤防土手は

ハマガニの生息場所として重要であるため、今後も継続したモニタリング調査が必要で

ある。 
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(9) 震災前後・震災以降の変化状況 

2015 年度にとりまとめた全種リスト（出現種リスト、参考資料 3 参照）を更新・整理

して、鮫川サイトの種数、各分類群の平均密度（個体数/㎡）、多様度指数（H'）、均等度

指数（J'）の変化について以下の図にまとめた（図 3-1-9、3-1-10）。 

鮫川サイトは第 7 回基礎調査（干潟）では調査対象地ではなかったため、震災前の状

況は不明である。定性調査の結果から、2015年度から今年度にかけて 80種程度の底生動

物種が確認されている。 
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図 3-1-9 鮫川サイトの定性調査における分類群別の出現種数の変化。震災前の第 7回基礎調査（干潟）

は実施されていない。震災後は生態系監視調査のデータを用いた。 

  

 底生動物の個体数は、昨年度の半分程度に減少したが、調査回数が少ないこと、サイ

ト周辺では復旧工事が行なわれていることから、変化傾向を明らかにするために引き続

きモニタリングが必要と考えられる。 
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図 3-1-10 鮫川における種数（定量調査と定性調査）、各分類群（二枚貝類、巻貝類、多毛類、甲殻類）

の平均個体数密度（個体数/㎡）、Shannon-Wiener の多様度指数（H'）、Pielou の均等度指

数(J')の経年変化。鮫川サイトでは 2012～2014 年の調査は実施していない。また、2015

年は定量調査を実施していない。 

 

写真撮影：鈴木孝男・金谷弦 

 

 二枚貝類 巻貝類 多毛類 甲殻類（十脚以外） 十脚類 魚類 その他 

 

定量調査のみで確認された種 

定性調査のみで確認された種 

定性・定量調査で共通して確認された種 

 
多毛類 

二枚貝類 巻貝類 

甲殻類 

その他 

 多様度指数 

均等度指数 
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3.2. アマモ場調査 

1) 山田湾 

(1) サイト名 山田湾 略号 SBYMD 

(2) 調査地の所在 岩手県下閉伊郡山田町 

 

●は、生態系監視調査（2012～2015,2017）による調査地で、円内に調査地点がある。 

■は、第 7回基礎調査（藻場調査）（2005）による調査地点を表す。 

(3) 緯度・経度 

（WGS84） 

St.1（大沢地区沖） 

St.1d（39.4799N、141.9829E）、St.1s（39.4803N、141.9832E） 

St.2（大島沖） 

St.2d（39.4618N、141.9735E）、St.2s（39.4623N、141.9738E） 

St.3（織笠川河口沖） 

St.3d（39.4495N、 141.9695E）、St.3s（39.4494N、141.9695E） 

(4) 調査年月日 2017年 10月 17日 

(5) 調査者氏名 

調査代表者： 仲岡雅裕（北海道大学） 

調査協力者及び補助者：仲岡雅裕・田村全（北海道大学）、井上隆・今井

仁（自然環境研究センター） 

現地協力者：三陸やまだ湾漁協  

(6) 調査方法 目視による種構成・被度調査 

調査年 

●2012～2015, 2017 年 

■2005 年 

国土地理院 
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(7) 環境の概要 

【サイト全体の概要】 

山田湾は、陸中海岸国立公園（現：三陸復興国立公園）のほぼ中央に位置するリアス式湾の

1 つである。海岸は太平洋に面した東側が主に岩礁域であるのに対し、西部の湾奥部は砂底が

広がっている。湾口部が狭いため、周辺の湾に比較すると湾内部の波浪が低い点が特徴になっ

ている。湾内の浅海域にはアマモ場、ガラモ場、コンブ林が形成されている。また湾奥部では

カキなど貝類等の養殖施設が設置されている。 

 今年度の全般的な環境状況についてであるが、海岸域の港湾施設等の復旧工事が引き続き進

行中であり、一部護岸部分などに変化が認められたものの、海域全体については、前回調査を

行った2015年度と比較して大きな変化はなかった。 

 

【各地点の概要】 

St.1（大沢地区沖）: 山田湾北部の水深1.5ｍ～4ｍの海域である。本地点は、震災前よりアマモ

とスゲアマモが混生していた。後背地は護岸がされており、海底の底質は礫交じりの粗い砂で

ある。環境条件については、2015年度と比べて大きな変化はなかった。 

 

St.2（大島沖）: 山田湾中央部の大島の西側の水深1.5ｍ～7ｍの海域である。本地点にも震災前

よりアマモとスゲアマモが混生していた。後背地は自然海岸（砂浜および岩礁）であり、海底

の底質は礫交じりの粗い砂である。環境条件については、2015年度と比べて大きな変化はなか

った。 

 

St.3（織笠河口沖）: 山田湾西部の織笠河口沖の水深2ｍ～5ｍの海域である。ここにも震災前よ

りアマモとスゲアマモが混生していた。後背地は岩礁海岸であり、海底の底質は泥交じりの砂

である。環境条件については、2015年度と比べて大きな変化はなかった。 

 

St.1 から沖をみた写真 

 

St.1 のかつてスゲアマモが繁茂していた海底 
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St.2 から岸側（大島）をみた写真 

 

St.3 のスゲアマモ帯 

 

調査風景 
 

(8) アマモ場の概要・特徴 

【サイト全体の概要】 

 岩手県大槌町にある東京大学海洋研究所国際沿岸研究センターを利用した長年の調査研究に

より、山田湾内のアマモ場にはスゲアマモ、アマモの2種が分布することがわかっている。アマ

モ、スゲアマモともに水深2～15m に分布する。波あたりの弱い砂泥底の海底が広く分布する

ため、スゲアマモの良好な個体群が存在する。このため、三陸沿岸海域のアマモ場の中でも重

要であると考えられる。 

震災後の2012年度の調査では、震災前と同様にスゲアマモとアマモの生息を確認しており、

湾北部の大沢地区沖周辺および湾中央部の大島沖周辺のアマモ場では、震災前後で面積や被度

が大きく変わらないことを確認している。しかし、2013年度調査では両地点のアマモ場が著し

く減衰していることが明らかになった。周辺にはウニ類（ムラサキウニ、エゾバフンウニ）が

多かったため、これによる過剰な摂食のためであると思われる。2014年度調査においても湾北

部の大沢地区沖、中央部の大島沖の測点のアマモ類の回復は見られず、ウニ類の密度は高いま

まであった。 

さらに2015年度には両海域からはアマモ類は全く確認できなくなっており、その状況は2017

年度も継続していた（表3-2-1、図3-2-1）。一方、津波後にアマモ類の被度が減少していた湾南

部の織笠川河口沖では、2012年から2017年にかけての大きな被度の変化は認められなかった。

いずれの地点においても今後のアマモ場の変動について、引き続き注意深く監視していく必要

がある。 
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表 3-2-1 山田湾 出現種リスト 

2005 2012 2013 2014 2015 2017 2012 2013 2014 2015 2017 2012 2013 2014 2015 2017 2012 2013 2014 2015 2017 2012 2013 2014 2015 2017 2012 2013 2014 2015 2017

スゲアマモ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アマモ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

St.3s

織笠川河口沖大島沖大沢地区沖

山田湾

St.1s St.2d St.2sSt.1d St.3d
種名（和名）

 

2005：第 7回基礎調査（藻場調査）、2012～2015、2017：生態系監視調査の結果 
□：第 7回基礎調査（藻場調査）の出現種、○：生態系監視調査（2012～2015、2017）で確認された種 

スゲアマモ：環境省レッドリスト準絶滅危惧（NT） 

 

 
図 3-2-1 山田湾サイトの各調査地点（直径 20 m 程度の範囲）における各海草種の平均被度の経年変化。各海

草種の被度のうち、5％未満の場合は「+」とし、1％として図を作成した。dは沖側、sは岸側を示

す。2016 年度は調査を未実施。 

 

【各地点の概要】 

St.1（大島地区沖）: 震災後の 2012 年度には震災前と同様にアマモとスゲアマモが比較的高

い被度で確認されたが、2013年秋には、ウニ類の大量発生に伴い被度が著しく減少した。その

状況は 2014 年以降も継続し、2015 年度にはついにアマモ類は全く見られなくなり、その状況

は 2017年度も同じであった（図 3-2-1）。 

 

St.1d のコドラート 

 

アメフラシ（St.1 周辺） 

St.2（大島沖）: St.1と同様に、震災後の2012年には震災前と同様にアマモとスゲアマモが比

較的高い被度で確認されたが、2013年秋には、ウニ類の大量発生に伴い被度が著しく減少した。

その状況は2014年以降も継続し、2015年度にはアマモ類はほとんど見られなくなり、その状況

は2017年度も同じであった（図3-2-1）。なお、2017年度にはごくわずかにスゲアマモの実生が

観察された。 
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スゲアマモ実生（St. 2周辺） 

 

カジカの仲間（St. 2周辺） 

 

カレイの仲間（St.2周辺） 

 

St.3（織笠川河口沖）: 震災後の 2012 年度には震災前と比較してアマモ類の被度が減少して

いる傾向がうかがえた。その後、2013年以降、少しずつ被度が増えているものの、アマモ類の

被度の大きな変化は認められなかった（図 3-2-1）。 

 

アマモ（St.3s） 

 

アマモ葉上の巻貝類（St.3周辺） 
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(9) その他特記事項 

2017年には上記の定点調査地点の他に、山田湾湾奥南部の浦の浜周辺の定性的な観測をドロ

ーンを用いて行った。本測点はアマモおよびスゲアマモの植生が残っていることが確認された。 

 

山田湾湾奥南部に位置する浦の浜の様子（上空から撮影） 
 

写真撮影：田村全・仲岡雅裕 

 

 



 

【藻場】 

50 

 

3.3. 藻場調査 

1) 女川湾 

(1) サイト名 女川湾 略号 ABONG 

(2) 調査地の所在 宮城県牡鹿郡女川町 

 

 

●は、生態系監視調査（2012～2017）による調査地で、円内に調査地点がある。 

■は、第 7回基礎調査（藻場調査）（2007）による調査地点を表す。 

 

(3) 緯度・経度

（WGS84） 

ライン起点：38.4375N 、 141.4573E 

ライン方角：120° 

(4) 調査年月日 2017年 9月 14日 

(5) 調査者氏名 調査代表者：田中次郎（元東京海洋大学） 

調査協力者及び補助者：田中次郎（元東京海洋大学）、青木優和（東北大学）

大島宗明・小玉志穂子（ダイビングショップアリエル） 

調査年 

●2012～2017 年 

■2007 年 

国土地理院 
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(6) 環境の概要 

 調査地は、リアス式湾の典型ともいえる女川湾の湾奥部南岸に位置しており、第 7回基礎調査（藻

場調査）の調査地点であった沖側の決壊した防波堤と、内側の防波堤の間の一番内湾側である。設

置した調査基点（防波堤付け根より約 20m 付近）から 120 度東方向に向かって 100m 沖側まで観

察した結果、調査地の底質は岩盤、巨礫が主体であった。 

今年度は、海藻植生密度の高い場所を岩盤上から 4か所選び方形枠を設けた。 

 

 

調査地  

緒査基点及びライン 

 

浅場海藻群落 

 

マルバツノマタ 

 

ワカメ 
 

終点付近 
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(7) 藻場の概要・特徴 

2011 年 3 月の震災以降、2013、2014年度は、マコンブやワカメの大量の生育がみられた。昨年

度は確認できなかったが、今年度はワカメ数個体の付着部が残っている様子が観察された（表

3-3-1）。 

  表 3-3-1 女川湾 出現種リスト 

2007 2012 2013 2014 2015 2016 2017
ナガアオサ ○ ○
ヒラアオノリ ○
ウスバアオノリ ○
アナアオサ ○ ○

シオグサ目 シオグサ科 アサミドリシオグサ □ ○
ミル目 ミル科 エゾミル ○
イソガワラ目 イソガワラ科 イソガワラ属の一種 □

アミジグサ □ ○ ○
サナダグサ ○
フクリンアミジ □ ○ ○ ○ ○ ○
フクロノリ □
カヤモノリ □

チガイソ科 ワカメ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
カジメ科 アラメ □
コンブ科 マコンブ □ ◎ ◎ ◎ ◎

フシスジモク □
アカモク ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
タマハハキモク ○
オオバモク ○
エゾノネジモク □
エゾシコロ □
イソキリ □ ○ ○
ヒライボ ○ ○
イシモ属の一種 ○

テングサ目 テングサ科 マクサ □ ○ ○
リュウモンソウ科 アカバ ○ ○ ○ ○
フノリ科 フクロフノリ ○

マルバツノマタ ○ ○ ○ ○
ツノマタ ○ ○
イボツノマタ □
ムカデノリ ○
カタノリ ○
タンバノリ □
フダラク ○ ○
ヒラムカデ ○ ○ ○
スジムカデ ○
ヒヂリメン ○ ○ ○ ○
ツルツル □ ○
トサカマツ ○

ツカサノリ科 ヒロハノトサカモドキ □
オキツノリ科 ハリガネ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
ユカリ科 ユカリ ○ ○ ○
ベニスナゴ科 ベニスナゴ ○ ○
コノハノリ科 ヌメハノリ ○ ○
イギス科 イギス科の一種 □
フシツナギ科 フシツナギ ○ ○ ○ ○ ◎

タオヤギソウ ○
マサゴシバリ属の一種 □

- - 紅藻綱の一種 ○
単子葉植物綱 オモダカ目 シオニラ科 スガモ □

- - - 無節サンゴモ □ ○

女川湾

スギノリ目

イギス目

コンブ目

ヒバマタ目

種名
（和名）

ホンダワラ科

アオサ科

アミジグサ科

カヤモノリ科

スギノリ科

サンゴモ目 サンゴモ科

ムカデノリ科

網 目 科

マサゴシバリ目

緑藻綱

褐藻綱

カヤモノリ目

アオサ目

アミジグサ目

紅藻綱

マサゴシバリ科

 

2007：第 7回基礎調査（藻場調査）、2012～2017：生態系監視調査の結果 

□：第 7回基礎調査（藻場調査）出現種、○：定性（ライン）調査の確認種、●：定量（方形枠）調査の確認種、 
◎：定性・定量調査の両方での確認種 
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 【定性（ライン）調査】 

浅場には、紅藻フダラク、ツルツル、マルバツノマタが生育す、他には紅藻ムカデノリ、ヒジリ

メン、ハリガネ、フシツナギなどが観察された（図 3-3-1）。水深 1～2m 程度の浅場には、かなり

の範囲でアカモクの芽生えが群落を作っており、来年度にはアカモク群落が形成されると考えられ

た。また、オオバモクの付着部、および芽生えも観察された。 

 

図 3-3-1 2017 年の女川湾の定性（ライン）調査の結果の模式図。 

 

 

【定量（方形枠）調査】 

今年度は 4つの方形枠で調査を実施した。方形枠 1は、基点より 32m付近（水深 2.5m）に位置

し、巨礫上のアカモクの芽生え約 20個体が生育して被度 15%で優占していた。方形枠 2は、基点

より 39 m付近（水深 2.5m）でフシツナギの被度が 15%、方形枠 3は、基点より 44m付近（水深

3.0m）でフシツナギの被度が 10%、方形枠 4 は、基点より 51m付近（水深 3.5m）でハリガネの被

度が 5%でそれぞれ優占していた（図 3-3-2）。 
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方形枠１（アカモク） 方形枠2（フシツナギ） 方形枠3（フシツナギ） 方形枠4（ハリガネ）
 

図 3-3-2 2017 年の女川湾の定量（方形枠）調査で観察された各方形枠の優占種の被度。 

 

 

 

アカモク芽生え 

 

フシツナギ 

 

ハリガネ 

 

 本調査地では、震災後から 2～3年間続いたコンブ、ワカメの植生が、アカモク、ホンダワラ類

の植生に遷移している段階と考えられた（表 3-3-1）。このような変化は、極めて短期間に生じてい

るもので、通常の藻場では起こりにくいと考えられる。 

 

 

被
度
（
％
） 
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(8) その他特記事項 

調査基点より 60m以上沖側では、水深が 4mから 6m程度で、ウニ、ホヤ、ホタテガイなどの動

物が優占した。66m 付近には、唯一紅藻アカバの群落がみられた。他はフクリンアミジ、石灰紅

藻のイシモ類やヒライボがみられる程度である。 

 

調査地（上空より撮影） 
 

写真撮影：田中次郎 
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